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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

・3／23　第8回院内研修「医療ガスについて」あり。各自、出欠表に入力すること。

・3/23までに職員写真撮影を行うこと。都合の良い時間帯に、庶務へ行く。

＜外来情報＞

· 平　康子様～　　定期採血の結果、HbA1C6．8　空腹時血糖9．8と高い。主治医より食事療法で

改善みられない場合は、糖尿病治療薬を処方すると説明あり。

· 中居　松男様～　現在、朝食のみ自炊しているが、夕食も作りたいと青明舎スタッフに相談したと

の事。青明舎スタッフから「４月くらいから」と話されたとのこと。

· 奥山　以依子様～弟に手紙を書きたいが、なんと書いて良いのか分からないから青山荘スタッフと　　

下書きし、それを清書した手紙を明日ポストに出しに行くとの事。

· 長瀬　紘一郎様～「最近、お腹が痛かったが、牛乳を飲んで排便したら治った。多分、便秘だった

と思う」と話される。ペルガー処方となっている。

· 中居　美津子様～アパートの契約は４月頃にしたいと話されている。

· 前野　義勝様～　アレルギーで鼻汁があったが服薬で回復したとのこと。五戸での体験発表を報告

されている。

· 山田　健次様～　足の痛みは継続しているとの事。

· 柳町　信之様～　肛門からの出血は最近ないと話されている。

＜利用者様情報＞

· 田中　正士様～　最近、歩行不安定で転倒する回数が増えてきている為、本日、面談実施し、体調

について確認する予定。　

· 戸賀沢　潔様～　本日10時頃、本人様と同じグループホーム入居中のデイケアメンバーへ借金を

返済の為にデイケアルームへ来られる。スタッフが声を掛けるもお金のことには触れようとせず、話をはぐらかしている。デイケアメンバーに話を聞くと「今、2000円返してくれた。お金を貸すまで、部屋を出ていかないから可哀想に思い貸していた。あと6000円返してもらっていない。」と話される。お金を貸してもパチンコに使われる可能性が高く今後、お金を貸さないよう説明している。本人様へは、本日、事実確認予定。確認後、関係機関へ情報提供する。また、カルテへ記載する。

· 我満　奈津紀様～毎週金曜日15時より部屋の掃除をすると決めているが、最近、体調不良の為、

２週間程掃除していないとの事。「お金を払ってもいいから誰かに掃除してほし

いが、青明舎は男性スタッフばかりなので部屋の掃除には来て欲しくない」と話されている。今後、デイケアスタッフがアパートに行って掃除を手伝う等、対策を関係機関で話し合っていく。

＜事例検討＞

〇横町　浩様（３７歳）　統合失調症

· デイケア利用開始　Ｈ13．5／19　（５年９ヶ月経過）

· 利用率　90％～100％

· 本人の目標

· 「２種免許をとって働く」そのために、まず、体力をつける

· 治療計画

・面談やＳＳＴを通じ、対人交流の技術を助言していく。

・疲れやすい為、運動プログラム等で体力、持続力をつける。

・肥満傾向の為、減量を促していく。

· 最近の様子

（対人交流）

· 自分が話したい事は、相手が興味がなくても話し続ける。

→以前は、相手が「話すの少し待って」と話すも、「そんなのは関係ない。今、俺が話したいから話す」と話していた。現在は、相手のペースに合わせることが少しずつ出来るようになって来ている。

・漢字プリントでわからない問題があると自分で調べたり他者へ聞いたりされている。

・口を開いて発音しないため、言葉がこもり家族から「何を話しているかわからない」といわれるとのこと。

（身体管理）

・痩せたいからと話され、自宅より歩いて通所するようになり、徐々に体重が減少して来ている。

　　以前は「疲れる」と話し、運動プログラムヲ見学していたが、最近ドッチビーやソフトバレーなどに参加している。

・以前に比べ水を飲む量が少なくなって来ている。自分で意識している。

・スナックが好きで食べる機会が多いとのこと。

↓

(今後の働きかけについて)

体力をつけたいと本人も話している為、運動の幅を広げていけるよう促していく。

（運動していく事で体重も減ってくるのではないか）

また、発語がはっきりしない為、本人の言葉が聞き取れない時は流さず、聞きとれるまで、本人へ

聞こえないことを伝え、何回も聞き直す。音読などを促し、はっきり発語する機会を作っていく。







